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FIRST CIRCULAR 
 

第第第第 19  19  19  19 回有機地球化学シンポジウム（志賀島シンポジウム）回有機地球化学シンポジウム（志賀島シンポジウム）回有機地球化学シンポジウム（志賀島シンポジウム）回有機地球化学シンポジウム（志賀島シンポジウム）    
ファーストサーキュラーファーストサーキュラーファーストサーキュラーファーストサーキュラー 

* 世話人代表 村江達士 
* 連絡先 山内敬明 

 
会員各位 
昨年の南大沢シンポジウムの際にみなさまにお知らせしたとおり，今年は九州大学大学院理学
研究院地球惑星部門有機地球科学専門分野の担当で第 19 回有機地球化学シンポジウムを引き受
けることになりました。九州地区では相原先生のお世話で大牟田シンポジウムが開催されて以来
ということになります。 
今回は、「金印（漢委奴国王）」＝国宝の出土で有名な志賀島で開催します。島とは言っても砂

州で陸続きとなっています。綺麗な海水浴場が目の前に開けた風光明媚な観光スポットです。開
催要領は下記のとおりですので、会員の皆様には，シンポジウムの成功にむけて，ぜひご協力下
さるようお願い申し上げます。 
 

記 
１．日程１．日程１．日程１．日程             開催日： 7月 17 日（火）～7月 19日（木） 

7 月 17 日 12：00   受付開始 
7 月 17 日 14：00～16：00   特別講演 
7 月 17 日 16：00～   ショートプレゼンテーション 
7 月 17 日 19：00～   ポスターセッション・全体質疑 
7 月 18 日 9：30～   ショートプレゼンテーション・ポスターセッション 

・全体質疑 
7 月 18 日 13：00～   自由時間・運営委員会 
7 月 18 日 18：00～   総会・懇親会 
7 月 19 日 9：30～   特別講演 
7 月 19 日 12：00   解散 
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２．会場２．会場２．会場２．会場 
¾ 福岡市東区勝馬 1803―1 
¾ 福岡県福岡市福岡県福岡市福岡県福岡市福岡県福岡市    休暇村休暇村休暇村休暇村    志賀島志賀島志賀島志賀島 
¾ TEL： 092―472―5501 
¾ 休暇村ホームページ：http://www.qkamura.or.jp/32-01.shtml 

****会場までの交通経会場までの交通経会場までの交通経会場までの交通経路路路路    
¾ ＪＲ山陽新幹線・ＪＲ鹿児島本線博多駅〈西鉄バス・10 分〉博多埠頭より高速船にて志
賀島港まで 30分。 

¾ ＪＲ博多駅より鹿児島本線香椎駅乗換え、西戸崎駅下車〈博多駅より 45 分〉。送迎有り。 
¾ 九州自動車道古賀ＩＣを出て、福岡方面に降り国道３号線へ。海の中道・マリンワール
ド方面の標識に従い右折、突き当たりの国道 495 号を左折、50 ㍍で右折、道なりに三苫
三叉路へ。海の中道方面へ右折し志賀島へ。志賀島入口案内板を右折、４㌔で休暇村。
〈古賀ＩＣより 40分余り〉 

 
３．開催までのスケジュール（予定）３．開催までのスケジュール（予定）３．開催までのスケジュール（予定）３．開催までのスケジュール（予定） 
¾ 参加申込締切： 6月 15 日（金） 
¾ 講演申込締切： 6月 15 日（金） 
¾ 講演要旨締切： 6月 30 日（土） 

同封の申込書もしくは E-mail にてお申し込みください。 
                        セカンドサーキュラー発送： 6 月 22 日（金） 

 
４．連絡先４．連絡先４．連絡先４．連絡先 

〒812-8581 福岡市東区箱崎 6-10-1 
九州大学大学院理学研究院地球惑星科学部門有機地球科学専門分野 山内敬明 
TEL：092-642-4174，FAX：092-642-2684，E-mail：nyama@geo.kyushu-u.ac.jp 

 
５．発表５．発表５．発表５．発表要旨要旨要旨要旨 

¾ 発表要旨は，講演・ポスターともに１題につき A4 版１頁で作成していただきます。 
¾ お送りいただいた原稿は A4 版のままで綴じて，シンポジウム当日に配布いたします。 
¾ 発表要旨は，下記または前回シンポジウムの要旨集を参考にして作成して下さい。 
¾ 「余白（上 25mm，下 30mm，左右 20mm 程度），行数（本文 35 行程度），文字大きさ（11
ポイント程度），1・2 行目はタイトルと発表者氏名（センタリング，発表者の氏名の前
に○，連名は・で区切る，所属は名前の後にカッコ書），3・4 行目は英文タイトル・氏
名・所属」 

 
６．発表形態６．発表形態６．発表形態６．発表形態 
今回は、特別講演を除いて、全員にショートプレゼンテーション（2 分程度）つきのポスター
発表をしていただきます。ポスターボードは幅 ９０ cm x 高さ 120 cm（予定）です。ピンなど
はこちらで用意させていただきます。  
 
７．参加費および懇親会費７．参加費および懇親会費７．参加費および懇親会費７．参加費および懇親会費 
参加費： 一般 27,000 円、学生 20,000 円（宿泊費、食費、懇親会費、参加費を含む） 
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PRIZE and AWARDS 

有機地球化学賞（学術賞）2001 年度受賞候補者推薦の募集 
 
有機地球化学賞（学術賞）受賞候補者選考委員会 

                   委員長 下山 晃 
 
 
有機地球化学賞（学術賞）受賞候補者選考規則により，同賞受賞候補者推薦を受け付けます。 
つきましては，下記をご参照のうえ受賞候補者をご推薦下さい。 
 

記 
 

候補者の資格：有機地球化学分野で顕著な学術業績をあげた本会会員。 
推薦の方法： 本会会員による推薦（自薦他薦を問いません）。 
推薦書類：  下記の項目について A４サイズの用紙に任意の形式で記入。 
1）候補者の履歴書（学歴，大学卒から；職歴；その他） 
2）推薦の対象となる研究題目及びその推薦理由 
3）研究業績目録（推薦の対象となる主要な論文 10編） 
4）推薦者氏名，連絡先 

 
締切日： 2001 年 5 月 31日（木）（当日消印有効） 
提出及び問い合わせ先：〒305-8571  つくば市天王台 1-1-1  

筑波大学 化学系  下山 晃   
電話＆Fax：0298-53-6510，e-mail：ashimoya@chem.tsukuba.ac.jp 

 
 

研究奨励賞（田口賞）2001 年度受賞候補者の募集 
 
研究奨励賞（田口賞）受賞候補者選考委員会       

     委員長 福島 和夫 
 
         
  研究奨励賞（田口賞）受賞候補者選考規則により，同賞受賞候補者推薦を募集いたします。 
つきましては，下記をご参照のうえ適切と考えられる受賞候補者を自薦他薦を問わずご推薦下さ
い。 
 

記 
    
 候補者の資格：生年月日が 1967 年 4月 2日以降で，有機地球化学，石油地質学，堆積学の分野
で優れた研究を行い，将来にも研究の発展を期待できる方。本会会員に限りません。 

 募集の方法： 本会会員の推薦による。 
 推薦の方法： 下記の書類を A４サイズの用紙に任意の形式で記入する。 
1）推薦書（自薦の場合は自分で）および研究題目 
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2）履歴書 
3）研究業績目録 
4）締切日： 2001 年 5 月 31 日（木）（当日消印有効） 
5）提出先：  〒390-8621 松本市旭 3-1-1 

          信州大学理学部物質循環学科 福島 和夫  
6）問い合わせ： 
電話：0263-37-2502；ＦＡＸ：0263-37-2560；e-mail：kfukush@gipac.shinshu-u.ac.jp 
 
 

INFORMAITION 
 

ROG への投稿のお願い 
 

Researches in Organic Geochemistry編集委員会  
  

本研究会の機関誌「Researches in Organic Geochemistry」(ROG)は，これまでおよそ年
1 号のペースで発行を続けて来ましたが，昨年度からは年間を通して編集作業を行っ
ています。これは，受理から出版までの時間をできるだけ短縮するためにとられている措置で，
定期発行月（5-6 月）前であっても受理原稿数が確保された時点で発行することを意味していま
す。編集委員会では，この方針のもとでいつでも原稿を受付ける体制をとり，当面年間 2 号発行
を目標としていました。しかし昨年は原稿がそろわず，Vol.15 は，この 8月に印刷・出版されま
す。 
今年の南大沢シンポジウム(於：都立大)時に開かれた運営委員会(7/27)では，Vol.16 に対して
も，できる限り早く発行する方針が再確認されました．また総会の議論の中では，早目に 1 報で
も投稿原稿があれば，12 月～1 月発行が可能となるように編集委員会・運営委員会として，原稿
を依頼・督促する努力が必要である，などの意見が出されました。そこで 12 月?1 月発行から逆
算して，当面の原稿締切を 9月末日に設定したいと思います。 
Vol.16 は，第 18 回有機地球化学シンポジウム（2000 年南大沢シンポジウム）で発
表された論文が中心になるかと思いますが，シンポジウムで発表されていない論文で
あっても，有機地球化学関連のものであれば歓迎いたします．特に大学院生，若手研
究者の論文掲載を重視しておりますので，投稿規定を参照の上，積極的にご投稿，もしくは
投稿をお勧め下さるようお願いします．本研究会と ROG のいっそうの発展のため，多数の原稿が
集まることを希望しております。ご協力よろしくお願いします。 
  
 

記 
 
Researches in Organic Geochemistry Vo1.16 
 

１）発行予定：2001 年 1 月 
２）投稿締切：2000 年 9 月 28 日（金） 
３）ページチャージは 6ページを超えた分につき，投稿者が刷り上がり 1ページにつき
5000 円を負担する。 

 
投稿先：〒390-8621 松本市旭 3-1-1 信州大学理学部物質循環学科 福島和夫 宛 
問い合わせ：電話 0263-37-2502 ； ファックス 0263-37-2560 

mailto:kfukush@gipac.shinshu-u.ac.jp
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          E-mail  kfukush@gipac.shinshu-u.ac.jp  
（なるべくファックスか，E-mailでお願いします） 

または最寄りの編集委員まで 

 

（北大）河村公隆：kawamura@soya.lowtem.hokudai.ac.jp 
（北大）鈴木徳行：suzu@ep.sci.hokudai.ac.jp 
（東京農工大）高田秀重：shige@cc.tuat.ac.jp 
（弘前大）氏家良博：ujiie@cc.hirosaki-u.ac.jp 

移動された会員の皆様へ事務局からのお願い 
 
職場や自宅を移動された方は名簿作成と郵便物配布のために新しいご住所、電話番
号、ファックス番号を下記までご連絡下さい。 
 E-mail アドレスをお持ちの方には将来的に電子メールによるニュースレターの配
布も検討しており，可能な限り E-mail アドレスを鈴木まで 9/30 までにお知らせいた
だきたくお願いします。 

 
〒札幌市北区北１０条西８丁目 北海道大学 理学研究科 地球惑星科学専攻 鈴木 徳行 
 
 
 

発行責任者 有機地球化学研究会会長 石渡 良志 
〒168-0064 東京都杉並区永福 4-24-4 
Phone: 03-5930-7634, Fax: 03-5930-2329, e-mail: rish@jcom.home.ne.jp 

有機地球化学研究会事務局 
〒札幌市北区北１０条西８丁目  
北海道大学 理学研究科 地球惑星科学専攻 
 
郵便口座  
銀行口座 北洋銀行北二十四条支店 
普通口座 ３１９－３４６３８４２ 

 

mailto:ujiie@cc.hirosaki-u.ac.jp
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                      ２００１年  月  日 

発表／参加申込書 （６月１５日 必着） 
 

第１９回有機地球化学シンポジウム（志賀島シンポジウム）に参加します。 

 

発表を   １. 行います。  ２. 行いません。（いずれかに○） 

 

（１） 氏名 

 

（２） 所属 

 

（３） 一般／学生の別   A. 一般  B. 学生  （いずれかに○） 

 

（４） 連絡先住所・電話・FAX・E-mail 

 

 

（５） 発表題目 

 

 

（６） 発表者氏名 

 

 

（７） 発表に関する御希望（発表日、同一時間帯での発表希望の有無など） 

＊必ずしも御希望に添えるかはお約束しかねます。 
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「申込書の送付先」（申し込みは、郵送、FAX、E-mail いずれでも可です。） 

〒812-8581 福岡市東区箱崎 6-10-1 

九州大学大学院理学研究院地球惑星科学部門有機地球科学研究分野 山内敬明 

TEL：092-642-4174，FAX：092-642-2684 

E-mail：nyama@geo.kyushu-u.ac.jp 

 


	INFORMAITION

